
2017 年度「地域福祉実践研究フォーラム IN いしかわ」開催要項 

「我が事、丸ごと」で地域ケアシステムをどうつくるのか？ 

 

１．趣 旨 

日本地域福祉学会東海北陸地方部会では毎年、地域福祉実践者と研究者の協働による

研究交流会を開催しています。各地で開催されたフォーラムで得た学びを継承し、深め、

関係者が出会いわかちあう貴重な機会を重ねてきました。 

2000 年以降、地域福祉は主流化し、さらに政策化が進展し、2017 年 9 月 12 日には「地

域力強化検討会最終報告」が公表され、ますます重要な局面に立たされています。その

なかで、「最終報告書」で求められている全世帯の地域包括ケアシステムを含む地域共生

社会は、「我が事、丸ごと」という視点を明確におくことで、どのように実現させること

ができるのでしょうか？ 

今回の「地域福祉実践研究フォーラム IN いしかわ」では、まずこの「最終報告」につ

いて共有し、その課題と可能性を検証したいと考えています。 

地域福祉は、実践と研究が不可分な関係にあります。つまり１つの実践を偶然によっ

て成功したものと捉えるのではなく、その実践を研究的な視点・方法によって分析し、

共有することによって、モデル的な実践事例、さらに普遍的な地域福祉の実践方法の構

築につなげていくことが可能になると思います。例えば、先駆的な実践を知ったときに

「うちの事業所（あるいは地域社会）とは条件が違うから」と諦めてしまうのではなく、

その実践のなかからポイントを抜き出し、条件の異なる場面に活かすことができるよう

にすることが重要なのです。 

そこで、本フォーラムでは厚生労働省の示している「我が事・丸ごと」地域共生社会

実現を軸に、諸条件の異なる現場の実践を学びあい、それを他の地域実践に活かすコツ

（方法）を実践者と研究者が共有し、議論したいと考えています。 

  福祉サービスのあり方について国からも次々と新たな提案がなされ、地域社会におい

ては支援を要する人たちの問題が複合化・多様化し、地域福祉実践の現場は、より困難

な状況に至っています。この厳しく、複雑な現実を読み解くためにも研究的な視点を身

につけ、私たちが望む新しい地域福祉を創造していきましょう。多くのみなさまのご参

加をお待ちしています。 

 

２．開催期日  平成 29 年 12 月 9 日（土）13：30 ～16：45 (情報交換会 18:00～) 

10 日（日） 9：30 ～12：30 

 

３．会 場     石川県地場産業振興センター 新館 ５階 第１２研修室・第１３研修室 

        (金沢駅から車で７分)  URL http://www.isico.or.jp/jibasan/access 

 

４．主催・共催  日本地域福祉学会東海北陸地方部会 

地域生活応援研究会、石川県内社協職連絡協議会 

 

５．後 援      石川県社会福祉協議会(予定) 

 



６．参加対象   日本地域福祉学会 会員 

社協職員 地域福祉にかかわる実践者、大学生・大院生、 

その他地域福祉活動に関心のある方 

 

７．参加費    ２，０００円（2 日間）※1 日のみ参加の場合も同額 

当日受付でお支払いください 

大学生・大学院生：無料 

         情報交換会：５，０００円 ※要予約 

 ※情報交換会の場所については、金沢駅周辺を予定しています。 

 

８．参加申し込み・お問い合わせ先 

別紙「参加申込書」に必要事項をご記入の上、平成２９年１１月２４日（金）までに

E-MAIL chiiki-b@kinjo.ac.jp または FAX０７６－２７５－４３１６金城大学社会福祉

学部 岡村宛にお申し込みください。 

（１）E-Mail でのお申込み 

※ 受理の返信はいたしませんので、ご了承ください。 

（２）FAX でのお申し込み 

※ 受理の返信はいたしませんので、ご了承ください。 

(３)個人情報の取扱いについて 

※ 個人情報の取扱い：お申し込みに際してご提出いただきました個人情報は、本フォ

ーラムに関する連絡・事務以外には使用しません。当日配布資料に、お名前・ご所

属を掲載し配布させて頂く場合があります。 

(４)事務局：金城大学社会福祉学部  岡村研究室 

〒９２４-８５１１ 石川県白山市笠間町１２００ 

  TEL ０７６‐２２５-３２７４(研究室直通)  ０７６-２７６‐４４００(大学代表) 

FAX ０７６‐２７５-４３１６ 

  E-MAIL chiiki-b@kinjo.ac.jp  

 

９．宿泊施設について 

  事務局では、宿泊を希望される方への宿泊施設の斡旋を行っておりません。恐れ入り

ますが、宿泊を必要とされる方は各自でご手配くださるようよろしくお願いいたします。 

 



10．プログラム 

第 1 日目 １２月９日（土） １３：３０～１６：４５ 

13：00～13：30 受 付 

13：30～13：45 開 会  

挨拶  日本地域福祉学会 地方部会担当理事 

     日本福祉大学 教授 野口定久 氏 

13：45～13：50 オリエンテーション 

13：50～14：20 基調報告「地域包括ケアシステムと我が事丸ごと(仮)」 

講師  金沢市地域包括支援センター とびうめセンター長 

 中 恵美 氏 

（厚生労働省「地域における住民主体の課題解決力強化・相談支援体制

の在り方に関する検討会（地域力強化検討会）」構成員） 

14：20～14：30 休 憩 

14：30～16：30 分科会 

分科会１ 実践報告 

「子どもと地域をむすぶ福祉教育～地域共生社会の実現にむけて～」 

 地域住民や地域の多様な主体が『我が事』として参画し、住民一人ひ

とりの暮らしと生きがい、地域をともに創る社会を目指す、地域共生社

会の実現が求められています。 

 我が事にする土台として、幼少期から地域福祉に関心を促し、地域活

動への参加を通して人間形成を図っていく福祉教育が必要です。 

ここでは、小学生が取り組む福祉施設での福祉教育プログラムから、

地域福祉を身近なものとしてとらえる機会の提供について考えます。 

（実践報告者） 

障害者福祉施設職員、福祉教育ボランティア、社会福祉協議会職員 

（講師）調整中 

分科会 2 シンポジウム 

「我が事丸ごと…地域共生社会の実現とは(仮)」 

 地域住民が、「我が事」として主体的に取り組める支援や、公的な 

福祉サービスへのつなぎを含めた「丸ごと」の相談支援体制が求められ

でおり、他機関との連携も含め、それぞれの立場からの発言と意見交換

から学び、考えます。 

シンポジスト 

金沢市地域包括支援センター とびうめ センター長 

中  恵美 氏 

輪島市福祉会 (特)あての木園 施設長    谷口 広之 氏 

氷見市社会福祉協議会 事務局次長     森脇 俊二 氏 

コーディネーター 

日本福祉大学 教授             野口定久 氏 

16：30～16：45 まとめ（分科会ごと） 

16：45 第１日目 終了 



    

第２日目 １２月１０日（日） ９：３０～１２：３０ 

9：00～ 開場・２日目からの参加者受付 

9：30～ 9：50 １日目の振り返り (各分科会 担当者) 

9：50～10：50 講演「ごちゃまぜの地域づくり（仮）」 

 講師 社会福祉法人 佛子園 理事長 雄谷良成 氏 

多様な人たちが混ざり合って生活する“ごちゃまぜ”の地域づく

りについて、佛子園の実践を踏まえご講演いただきます。   

10：50～11：00 休 憩 

11：00～12：20 ライブ研究会「先駆的な実践方法を普遍化するためには 

～雄谷理事長を研究する～（仮）」 

先駆的な実践を、他の地域（条件の異なる場面）に活かす（普遍

化）ためにはどうしたらいいのか。佛子園の実践を研究的な視点で、

より深く理解するためにステージ上でライブ研究会を開催します。 

ゲスト     社会福祉法人 佛子園 理事長 雄谷良成 氏 

ライブ研究   金城学院大学     教授   朝倉美江 氏 

金城大学          教授  内 慶瑞 氏 

コメンテーター 関西学院大学      名誉教授 牧里毎治 氏 

（地域生活応援研究会 アドバイザー） 

進行      皇學館大学     准教授 大井智香子 氏 

12：20～12：30 閉 会 

挨拶  日本地域福祉学会東海北陸ブロック担当理事 

金城学院大学 教授 朝倉美江 氏 

 次期開催県紹介 

12：30 終 了 

 

 



2017 年度「地域福祉実践研究フォーラム IN いしかわ」 
「我が事、丸ごと」で地域ケアシステムをどうつくるのか？ 

 
参加申込書 

 
E-mail：chiiki-b@kinjo.ac.jp 
 

FAX 番号：０７６‐２７５-４３１６   金城大学社会福祉学部  岡村研究室 

 
締め切り：平成 29 年 11 月２４日（金） 
 

① 氏名  

② 所属 
※学生（大学生・大学院

生）はその旨記入 
 

③ 会員 
いずれかに〇を付けてください 

会員  ・   非会員 

④１日目 
参加希望分科会 

参加を希望する分科会のいずれかに〇を付けてください ↓ 

分科会１ 実践報告 

「子どもと地域をむすぶ福祉教育～地域共生社

会の実現にむけて～」 

 

分科会２ シンポジウム 

「我が事丸ごと…地域共生社会の実現とは(仮)」 
 

⑤情報交換会 
いずれかに〇を付けてください 

参加する  ・  参加しない 

⑥連絡可能な電話番号

（携帯・自宅・職場） 
 

⑦E-mail  
※いただきました個人情報は、本フォーラムに関する連絡・事務以外には使用しませ
ん。 

※当日配布資料に、お名前・ご所属を掲載し配布させていただく場合があります。 
※宿泊先の斡旋はいたしません。 
※情報交換会の場所については、金沢駅周辺を予定しています。 

別 紙 


